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ど
ん
な
に
夜
遅
く
て
も
、
も
の
す
ご
く
早

い
朝
で
も
ど
こ
か
の
店
が
開
い
て
い
る
「
農

連
市
場
」
。
１
９
５
３
年
に
開
設
さ
れ
、
売

り
手
と
買
い
手
の
「
相
対
売
り
」
で
ゆ
か
い

な
ユ
ン
タ
ク
も
つ
い
て
く
る
。 

　
午
前
５
時
、
市
場
内
の
明
か
り
が
そ
の
輪

郭
を
浮
き
立
た
せ
、
ま
る
で
暗
闇
に
横
た
わ

る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
よ
う
だ
。
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。
い
き
な
り
野
菜
売

り
場
に
山
積
み
さ
れ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
す
ご
い
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
大
き
な
キ
ャ
ベ
ツ
が
５
、
６

個
ぎ
っ
し
り
。
買
い
手
が
次
々
現
れ
、
山
を

小
さ
く
し
て
い
く
。
に
ん
じ
ん
や
ゴ
ー
ヤ
ー
、

玉
ね
ぎ
と
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
野
菜
の
海
。 

　
少
し
歩
く
と
左
に
鮮
魚
店
、
右
に
タ
ン
カ

ン
、イ
チ
ゴ
、バ
ナ
ナ
な
ど
の
果
物
類
が
並
ぶ
。 

　
次
の
角
を
曲
が
る
と
惣
菜
屋
さ
ん
の
額
入

り
写
真
に
目
が
と
ま
る
。
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
の
ロ
ケ
風
景
。
母
親
役
の

女
優
と
市
場
の
人
た
ち
の
笑
顔
。
古
波
蔵
家

は
那
覇
に
引
っ
越
し
、「
え
ー
り
ぃ
ー
」
の
母

親
は
農
連
市
場
で
野
菜
を
売
っ
て
い
た
。 

　
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
効
果
で
上
向
い
た
観
光

産
業
は
「
風
評
被
害
」
か
ら
も
う
ひ
と
が
ん

ば
り
の
状
態
で
あ
る
。
観
光
リ
ピ
ー
タ
ー
に

は
ウ
チ
ナ
ー
料
理
フ
ァ
ン
も
多
い
。
そ
の
食

材
の
始
発
駅
、
農
連
市
場
は
ど
っ
し
り
か
ま

え
、
観
光
復
興
を
確
信
し
て
い
る
。 

　
市
は
一
昨
年
、
公
設
市
場
周
辺
と
農
連
市

場
一
帯
を
対
象
に
「
都
市
活
力
再
生
拠
点
整

備
事
業
」
を
策
定
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
、「
那

覇
市
農
連
市
場
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」

の
準
備
組
合
が
設

立
。
将
来
、
市
民

の
冷
蔵
庫
が
リ
ニ

ュ
ア
ル
さ
れ
る
。 

　
明
る
い「
え
ー
り

ぃ
ー
」を
育
て
た
母

が
働
い
て
い
た
農

連
市
場
。
元
気
の

始
発
駅
で
も
あ
る
。 

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
那
覇
市
の
新
年
祝
賀
名
刺
交
換
会
が
、

か
り
ゆ
し
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
那
覇
で
行
わ
れ
、
鏡
開
き
や
乾
杯
で
景

気
を
つ
け
、
参
加
者
約
二
千
名
が
新
年
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

　
安
仁
屋
眞
昭
さ
ん
の
「
王
府
お
も
ろ
」
詠
唱
で
幕
が
開
き
、
玉
城
流

翔
節
会
の
琉
球
舞
踊
に
つ
づ
い
て
参
加
者
全
員
が
那
覇
市
歌
を
斉
唱
。 

　
翁
長
市
長
は
「
風
評
被
害
に
よ
る
観
光
業
関
連
へ
の
協
力
を
引
き
続

き
行
い
、
ま
た
、
市
民
の
た
め
の
市
役
所
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
た
い
」
と
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。 

那覇市新年祝賀名刺交換会

　
千
利
休
を
は
じ
め
侘
び
茶
人
た
ち
が
愛
し
た
焼
き
物
と
は
、
そ
し
て
、
茶

人
た
ち
が
出
会
っ
た
自
分
好
み
の
色
と
は
。
そ
の
歴
史
を
垣
間
見
よ
う
と
、

１
月
11
日
、
壷
屋
焼
物
博
物
館
で
「
侘
び
茶
の
焼
き
物
〜
利
休
の
色
」
の
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
の
前
半
は
、
書
院
茶
で
使
わ
れ
た
天
目
や
青

磁
、
利
休
や
侘
び
茶
の
世
界
で
好
ま
れ
た
高
麗
茶
碗
や
瀬
戸
茶
碗
の
説
明
。

後
半
は
、
そ
れ
ら
の
茶
器
の
色
が
ど
の
よ
う
な
陶
芸
の
技
法
で
作
り
出
さ
れ

た
の
か
、
実
物
を
示
し
な
が
ら
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
利
休
が
好
ん
だ
焼

き
物
の
色
は
茶
の
湯
の
雰
囲
気
を
大
事
に
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。 侘び茶の焼き物

那
覇
市
消
防
出
初
式
で
防
災
祈
願

　
災
害
の
な
い
一
年
を
願
う
、
那
覇
市
消
防
出
初
式
が
天
久
新
都
心
防

災
公
園
で
行
わ
れ
、
特
別
点
検
や
救
助
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
翁
長
市
長
を
は
じ
め
消
防
職
員
、
消
防
団
員
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
な
ど
が
参
加
、
市
長
は
「
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
対

策
強
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
責
務
の
重
要
性
を
訓
示
し
ま
し
た
。 

　
公
園
を
訪
れ
た
多
く
の
家
族
連
れ
が
見
守
る
な
か
、
カ
ン
カ
ラ
ー
三

線
の
演
奏
な
ど
に
続
い
て
、
防
災
祈
願
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
ピ
ン

ク
や
黄
色
の
カ
ラ
フ
ル
な
シ
ュ
プ
ー
ル
が
青
空
に
描
か
れ
ま
し
た
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
を
活
用

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
活
動
を

目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
し
て
、
（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
市
へ
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
で

は
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
２
４
０
万
円
は
自
治
会
の
パ
ソ
コ

ン
や
子
ど
も
エ
イ
サ
ー
に
使
う
パ
ー
ラ
ン
ク
ー
な
ど
の
備
品
整
備
に
、

ま
た
、
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
１
５
０
万
円
は
「
国
場
川
に

清
流
を
取
り
戻
す
会
」
の
植
栽
事
業
（
同
上
流
域
に
サ
ガ
リ
バ
ナ
51
本
、

イ
ペ
ー
10
本
、
ト
ッ
ク
リ
キ
ワ
タ
３
本
を
植
樹
）
に
活
用
し
ま
す
。 
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●オープニングセレモニー

●民謡ショー

●花木等展示即売

●園芸相談、園芸講習会

●ミス那覇による苗木プレゼント
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